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ふれあい情報 
 2016年 5月 9日（月） 第２２９号 

年金専門委員会を開催 

年
金
改
正
法
案
へ
の
対
応
を
検
討 

退
職
者
連
合
は
、
4
月
28
日
午
後
1

時
30
分
か
ら
連
合
本
部
８
階
三
役
会
議
室

で
年
金
専
門
委
員
会
（
委
員
長
・
太
田
敏
夫

常
任
幹
事
）
を
開
き
、
今
第
１
９
０
通
常
国

会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
「
国
民
年
金
改
正
法

案
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
委

員
会
に
は
、
専
門
委
員
、
事
務
局
な
ど
16

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
検
討
結
果
は
、
５
月

17
日
開
催
の
第
５
回
幹
事
会
に
は
か
ら
れ

ま
す
。 

 

第
１
９
０
通
常
国
会
に
上

程
さ
れ
て
い
る
法
律
案
の
名

称
は
「
公
的
年
金
制
度
の
持
続

可
能
性
の
向
上
を
図
る
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
と
称
し
、

安
倍
政
権
の
常
套
手
段
で
あ

る
多
く
の
関
係
法
案
を
一
つ

に
丸
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
中
で
と
く
に
重
要
な

の
が
「
年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル

の
見
直
し
に
関
す
る
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
の
一
部
を
改
正

す
る
（
案
）」
で
す
。 

内
容
は
①
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
発
動
の
際
、
未
調
整
分

が
出
た
場
合
、
そ
の
分
を
翌
年

以
降
に
繰
り
越
し
（
キ
ャ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
）、
景
気
回
復
期
に

お
い
て
賃
金
・
物
価
の
範
囲
内

で
前
年
度
ま
で
の
未
調
整
分

を
調
整
す
る
②
賃
金
変
動
が

物
価
変
動
を
下
回
る
場
合
に

賃
金
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金

額
を
改
定
す
る
考
え
方
を
徹

底
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

退
職
者
連
合
は
社
会
保
障

制
度
に
関
す
る
政
策
・
制
度
要

求
の
中
で
、
現
受
給
世
代
と
将

来
世
代
の
年
金
水
準
を
均
衡

さ
せ
る
た
め
に
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
自
体
は
受
け
入
れ

る
が
、
制
度
発
足
時
の
約
束
で

あ
る
「
名
目
下
限
は
堅
持
す

る
」
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

専
門
委
員
会
で
は
、
退
職
者

連
合
の
要
求
堅
持
を
前
提
に

し
つ
つ
、
改
正
法
案
の
ね
ら
い

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

公
的
年
金
制
度
の
概
要
や
現

状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
多

方
面
か
ら
論
議
を
重
ね
ま
し

た
。 検

討
結
果
は
、
第
５
回
幹
事

会
に
報
告
さ
れ
た
上
で
７
月

に
開
催
さ
れ
る
第
20
回
定
期

総
会
に
提
出
さ
れ
る
「
２
０
１

６
年
度
政
策
・
制
度
要
求
案
」

に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

公
的
年
金
制
度
の
概
要
や
現
状
、
課
題
な
ど
で
議
論 

 

 

 

高齢化の進展や悪質事業者の手口の巧妙化などで増加す

る消費者被害の防止・救済のため、特定商取引法と消費者契

約法の一部を改正する案が今国会に上程されました。  

この両法案の成立を求めるため、4月 12日（火）16時か

ら衆議院第2議員会館で、全国消費者団体連絡会主催の院内

集会が開かれました。集会には、議員、退職者連合が参加す

る「ストップ！迷惑勧誘運動」賛同団体、報道関係者など

129名が参加しました。 

高齢者の消費生活相談件数は 5年間で、1.6倍に増えてお

り、両法の強化は被害防止や迅速な救済となり、高齢者や消

費者のくらしの安全・安心につながるものです。集会では多

くの議員、参加者から成立を求める発言が相次ぎました。 

 

悪質商法から高齢者を守る 

 特定商取引法・消費者契約法の強化求める院内集会 

 

連合８階三役会議室で開かれた年金専門委員会で

課題提起する太田委員長（写真中央。4月 28日） 

http://tr.jtuc-rengo/
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

4月 29日 第 87回メーデー中央大会開く 
 支

え
合
い
、
助
け
合
い
で
格
差
、
貧
困
を
な
く
そ
う
と
訴
え  

（
神
津
・
中
央
実
行
委
員
長
） 

「支え合い、助け合う心をひとつに力を合わせ、暮らしの底上

げを実現しよう！」をスローガンに第 87 回メーデー中央大会が、

4月 29日（金）午前 10時 30分から、東京・代々木公園を会場に

連合組合員や家族、退職者連合、福祉事業団体、民進党など約

４万名が参加して開かれました。主催はメーデー中央実行委員

会（連合）。協賛は、中央労福協・労金協会・全労済・中央労金で

東京都が後援。退職者連合からは産別・関連退連 21 団体合計

400名が参加。阿部保吉会長（写真右）が壇上で紹介されました。 

 

中
央
大
会
式
典
の
来
賓
で
は
、

政
府
を
代
表
し
て
塩
崎
恭
久
厚
生

労
働
大
臣
、
後
援
団
体
か
ら
は
東

京
都
の
前
田
信
弘
副
知
事
が
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
政
党
あ
い

さ
つ
で
は
民
進
党
の
岡
田
克
也
代

表
が
七
月
の
参
院
選
挙
に
向
け
て

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
退

職
者
連
合
の
阿
部
保
吉
会
長
が
、

来
賓
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し

ま
し
た
。 

 民
進
党
に
注
文
。
自
民
党
に 

は
警
戒
感 

 

中
央
実
行
委
員
長
の
神
津
里
季

生
連
合
会
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
失
業
率
は
改
善
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
身
は
非
正
規
雇
用

の
増
加
だ
。
格
差
、
貧
困
が
広
が

っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
暮
ら
し

の
底
上
げ
が
重
要
だ
と
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
新
し
く
で
き
た
民
進
党

に
対
し
て
は
「
目
先
の
人
気
取
り

に
陥
る
こ
と
な
く
責
任
あ
る
政
策

軸
を
示
し
、
国
民
の
期
待
に
応
え

て
ほ
し
い
」
と
注
文
を
つ
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
自
民
党
が
進
め
る
同

一
労
働
同
一
賃
金
や
保
育
士
、
介

護
士
の
処
遇
改
善
な
ど
に
つ
い
て

も
ふ
れ
「
参
院
選
挙
後
に
態
度
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
警
戒
感
を
あ
ら
わ
に
し
ま

し
た
。 

式
典
後
、
参
加
者
は
会
場
内
に

設
け
ら
れ
た
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
を
学
ん
だ
り
、
レ
ス
ト

ラ
ン
カ
ー
や
模
擬
店
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

 

（写
真
右
）中
央
式
典
会
場
を
埋
め
た
四
万
名
の
メ
ー
デ
ー
参
加
者
。
強
い
風
に
構
成
組
織
の
旗
が

勢
い
よ
く
た
な
び
く
。
（写
真
下
）式
典
会
場
の
中
に
設
置
さ
れ
た
退
職
者
連
合
の
テ
ン
ト
。 


